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主な内容

広報いずも

この広報紙は環境に優しい
植物油インクを使用しています

1月の市税・保険料の納期限
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人　口：174,838人

男　性： 84,408人

女　性： 90,430人

世帯数： 60,912世帯

人口
推移
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2013年主なできごと
出雲縁結びプロジェクト
大好き☆出雲通信
ふるさと納税、
出雲ブランド商品
介護保険通信
シリーズ再生可能エネルギー
定住支援情報
ワークライフバランス
お知らせ

［平成25年11月30日現在］

市では、ツイッター（Twitter）やユーチューブ（YouTube）で、市の施策・事業・イベント情報等を発信しています。

JR西出雲駅（旧知井宮駅）開業１００周年

「平成の大遷宮」記念大菊花展開催

出雲産業フェア2013開催

市県民税（第４期)、国民健康保険料･後期高齢者医療保険料（第７期)の
納期限は 1月31日（金）です。期限までに忘れずに納めましょう。

　大正2年(1913)11月21日に開業したJR西出雲（旧知井宮）駅が100周年
を迎えました。その開業した11月21日に、同駅で地元神門地区の住民・幼稚
園・保育園児ら約120人で、開業100周年を記念してイベントが行われまし
た。同駅は、山陰本線が出雲市駅から小田駅まで延伸した時に、江南駅、小田
駅ともに開業しています。記念イベントでは、園児らが特急やくも号のイメー
ジキャラクター「やっくん」「ももちゃん」と一緒に、出発する普通列車をホー
ムで見送る出発式や駅南側の広場で100周年記念碑の除幕式等が行われま
した。

開業100周年行事で列車に手を振る園児ら
～JR西出雲駅～

出雲大社を菊で表現した大作「八雲立つ出雲」
～出雲大社勢溜～

　佐田町の吉栗山で伐採した杉を出雲大社に立てる、出雲国風土記
「高層神殿」追体験事業の集大成「巨木の柱立て」が、11月10日、
出雲大社の東神苑で行われました。長さ約17ｍ、重さ約４トンの
杉の巨木を約100人で、「よいしょ」と声を掛けながらロープを引いて
巨木を立ち上げ、事前に立てていた２本と束ねて「三本柱」が完成し
ました。４８mあったとされる古代高層神殿には及ばないものの、
壮大な本殿を想起させる「三本柱」が観光客らを魅了しました。
　なお、この建立された「三本柱」は、今後１年間、公開される予定です。
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　県内の７つの菊花会員の作品を一堂に会して「出雲大社奉納大菊花展」
が、出雲大社勢溜で10月27日から11月24日まで開かれました。この菊花展
は、主催された大社菊の会が、菊の魅力発信と参拝客へのおもてなしを目
的に毎年開催されていましたが、今年は特に「平成の大遷宮」を記念して、
県内７つの菊花会の協力を得て、規模を拡大し、例年の5倍近い、約1,000
鉢を使い、大菊３本仕立てや小菊、盆栽、懸崖、総合花壇等、遷宮にちなんだ
作品が並び、訪れた方は見ごたえのある作品に魅了されていました。

原発事故を想定し、「原子力防災訓練」実施

スクリーニング検査を受ける訓練参加者
～うらら館～

　島根原子力発電所（松江市鹿島町）から半径３０㎞圏内にある山陰両県
の2県６市や地域住民、自衛隊、警察、消防等合同による「原子力防災訓
練」を11月10日に行いました。出雲市からは、斐川地域の荘原・出西・阿
宮・伊波野・直江・久木・出東地区から約100人の市民が参加して避難訓
練を実施しました。
　訓練では、７地区の訓練参加市民は避難広報を受け、各地の一時集結
所に集合した後、順次、避難所である「大社文化プレイスうらら館」にバス
で移動しました。避難所に到着後は、被爆を調べるスクリーニング検査を
受け（放射線量検査/表面汚染検査）、避難所体験等を行い、その後、出雲
消防署による密閉された除染テントで体を洗い流す、除染作業の模擬の
見学や原子力安全基盤機構による学習会等にも参加しました。

けんがい

　11月2日、3日、出雲ドームで「出雲産業フェア2013」感謝と希望の
産業まつり～今、過去から未来へ遷りゆく時代～が開催されました。
　ＩＴ・通信・精密機器や新エネ・省エネ、建設・住宅等さまざまなジャ
ンルの107の企業や教育研究機関による展示に加え、ステージでは、
〝目指せ宇宙飛行士〟と題してＪＡＸＡ職員による講演や小中高校生の
ダンスチームによる創作ダンスコンテスト、ご当地戦隊の戦隊ショ―
など、約9,000人の来場者で賑わいました。今年初の試みとして、
「ユーストリーム」による中継も行いました。

　また、前日の11月1日には、「ビジネスマッチングin出雲ドーム」ということで、34社・団体が出展し、ビジネス関係来場
者150人に、出雲の産品、製品の商談やＰＲを行いました。

出雲ドームで開催された「出雲産業フェア2013」
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